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は じめ に

　今 回我 々 は，小 麦に よ る food−Clependent　exercise −

induced　anaphylaxis （FDEIA ）D と診断 し ， ア ス ピ リ ン

内服 と小麦摂取にお い て も蕁麻疹が誘発さ れ た ／症例

を経験 した の で 報告する．

成 11年 7 月 7 凵 ユ3 ：00 頃 お 好 み 焼 を摂 取 し ， 約 30

分後に 蕁麻疹が出現 した．こ の際 ， 運動及び薬剤内服

はして い なか っ た．そ の 後，小麦摂取後 の 運動中 ， 安

静時を問わず蕁麻疹 が出現す る ように な り， 精査加療

目的 で 平成 11年 9 月 27 日当科に 入院し た．

検査所見

症　例

　症例 ：36 歳，女性．

　主訴 ：蕁麻疹．

　既往歴 ，家族歴 ：特記す べ きこ とな し．

　現病歴 ：平成 10年 9 月頃か ら，バ レーボ ール を して

い る 時 に蕁麻疹が 出現 する こ と が 5 回程 あ っ た．平成

11年 6 月 16 日 17 ：30 頃白飯 ， 鶏の 照焼き，きゅ うり

とた こ の酢の もの ，た くあ ん，お茶を摂取 し，同 日 18　：

45 頃ク リ
ー

ム パ ン 1個 ，
コ ーヒ ーを飲み ，19 ：00 頃か

らバ レ ーボール を始め た．20 ：00 頃か ら蕁麻疹が出現

したた め 休憩 した が，皮疹が拡大 ，顔面が 腫れ た よ う

にな っ た．腹痛 ， 下痢，呼吸困難感 も出現 したため，

救急車で 近医に 搬送 され ， 治療 をうけて 軽快 し た．平
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AbbreViatio皿 ： FDE 夏A 　　food−dependent　 cxercise −

induced　anaphylaxis
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DUCED 　ANAP   S　（FDEIA ） CAUSED 　 BY
WHEAT 　SUCCESSFULLY 夏NDUCED 　BY 　ADM 互N1 −

STRAT10N 　OF 　ASHR 夏K 　AND 　WHEAT

Jullko　Sowa，　 Akiko　Tomitaka ，　 Kayoko 　 Suzuki　 and

Kayoko 　Matsunaga

DePaftment　 of　Dermatology，　Fufita　Health　 University
Scheot　of　Medicine

1．血液生化学所見

　Hb　88　g／di，　 Ht　295％ ，　 MCV 　69　f　1，　 MCH 　20．6　pg
と小球性低色素性貧血 を認 め る 以外は 異常 な し．IgE

R工ST　6241U／ml ， 特異 IgE抗体 （CLASS ）は小麦 （2），

グ ル テ ン （2），ライ麦 （3），大麦 （0），

「
オ
ー

ト麦 （0＞，
トウ モ ロ コ シ （0），

ハ ウ ス ダス ト 1（3），コ ナ ヒ ョ ウ ヒ

ダニ （3）， 米 （0｝，ソ バ （0＞，卵 自 （2）， 牛乳 （0），
大豆 （0），猫．ヒ皮 （0）で あ っ た，

2，プ リ ッ ク テ ス ト

　方法 ：Prick−Lancetter（EWO 　CAPE 　AB ，
　 Sweden ）

を用 い て前腕屈 側 で 施行 し 15分後に判定 した ．小麦粉

（市販）は生理食塩水で希釈 （1％ ，10％ ， 30％ w ／w ）し

用 い た，グ ル テ ン の テ ス ト液 は ，各々 の 濃度（1％ ，10

％，30％ w ／w ）の グ ル テ ン を 生 理食塩水 に 入れ 4℃ ，

24 時間静置 し上清 を用 い た．陽性 コ ン ト ロ ール は 2 塩

酸 ヒ ス タ ミ ン （10mg ／ml ）を 用 い た．

　結果 ：判定方法は まず膨疹 の 最長径 とこ れ に 乗直方

向の 直径 との 平均値を算出した．平均値が ヒ ス タ ミ ン

の 1／2 に満たな い 反応 を ユ＋ ，1／2 に相等す る 反応 を 2
＋

， 同等を 3 ＋ ，よ り強 い 反応 を 4 ＋ と し，2 ＋ 以上 を

陽性 と した．

　小麦粉 ， グ ル テ ン 共 に 1％ よ り3 ＋ で あ っ た （Table

l）．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society of Allergology

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Allergology

548 小麦に よる FDEI へ の 1 例

Tab ！c　 l　ResLLtts　of　skin 　prick　test

Concentration（vehicle ） Wheal （mm 　 X 　 mlll ） Score

．−1

Whea し

Wheal．
Whea ！．

　ユ

1030

％ （physiological　saLine ）　　　 i

％ （physiQl・gical　saline ）

％ （physiological　saline ）

5x44x35x4 3 ←

3 ・｝

3 ＋

一一一
Glu〔ellGIUtenGlutel1 　lIo30％ （physi。logical　saUne ）

％ （physiobgical　s証ille）

％ 〔Phy 旨blogical　saline ）

5 × 45x55

× 4

3 ＋

3 ＋

3 ＋

一
Histam工lle ⊥0mg ／エ1上1 5 × 4

“

Physiological　saline 　 ． 0 × O
一

3．負荷テ ス ト

　 方法 ：ア ス ピ リ ン ，小 麦，運動を組み 合わせ て負荷

テ ス トを施行 した．ア ス ピ リ ン は 500mg 内服 負荷 と

した ．な お ，ア ス ピ リ ン 不耐症 を誘発す る物質 に よ る

影響を除外 す る た め ，人院申 は ア ス ピリ ン 不耐症患者

の た め の 食事と し た．小麦 は 食 パ ン 2枚，92g （小麦

61．8g ，そ の 内グ ル テ ン は約 6．3g）摂取 と し た，運動は，

トレ ッ ド ミル に て Bruce 法 で 行 っ たが，目標心拍数 に

達 して か らもさ ら に心拍数を維持させ なが ら，合計 40

分間運動負荷 した．運動 中は心電 図 ・IWtl ・
脈拍数 を

モ ニ ターし た ．

　紂i果 （Table　2）：  小麦 の み．  運動 の み ，  ア ス ピ

リ ン 内服 の み で は症状な し，  小麦負荷 30 分後に 運 動

負荷 で は ， 運動負荷 35 分後に右前腕 に膨疹が 出現 し，

40 分後に運動終了 し た．終了直後，体幹部，四肢に散

在性 に膨疹を認め ， 30 分後に膨疹が最 も拡人 した （Fig．

1）が ，6 時問後に は皮疹が消退 し た．経過中，血 圧 低

下 ， 呼吸困難感 ， 腹痛 ， 吐 き気等 の 全 身症状 は 認 め な

か っ た．  ．ア ス ピ リ ン 内服直後 の 小 麦負荷で は，1時 間

30 分後 ， 頬部 に 膨疹 出現 し，
2 時問 30 分後に は 消退 し

た．血圧低下等の 全身症 状は認 めなか っ た．

4．ヒ ス タ ミ ン 濃度 ：すべ て の 負荷 前後 で 血液 中 の ヒ

ス タ ミ ン を測定（HPLC 法）し た ．い ずれ も ヒ ス タ ミ ン

の 上 昇を認 め ず ， 症状 出現時 も上 昇 し なか っ た ．

診　断

　小麦摂取 の み で は 蕁麻 疹が出現 せ ず，小麦摂取 と運

動負荷 で 全身 に蕁麻疹が出現 した こ と よ り，本例 を 小

麦 に よ る FDEIA と診断 し た。

Table　2　The 　me しhods　arld 　results 　of　challenge 　test

Load Results
ヨ

Whea 匸 ExerciseAspirin

（Bread　929 ） （Trcdmil＞ （500 〔ng ）

 一 （つ × × No 　sympto 皿

  x o × No 　symptom

  × × o No 　sympto 皿

一1
  〔一） O 　　　I一 X GCIlcra五ized

ur ［i（二aria

  ⊂） x Q Localizedurticaria

一 ．一 一1■齟
○ ：load
× 　：駐 Qload

考　察

　FDEIA はあ る特 定 の 食物 摂 取 後 に 運 動負荷 が 加

わ っ た場合 に の み ア ナ フ ィ ラ キ シ
ー

症状 を旱す る 疾患

で あ る 1｝．原 田 ら 2ノの 集計に よ る と，本 邦 に お い て

FDEIA は 167 例が報告 され て い る．そ の 内 140 例 は

件別，年齢が 明記さ れ て お り，男性 92 例 ， 女性 48 例

と男性が 多く，10 歳代が 72 例 と最 も多か っ た ．原因食

物が明記 されて い る 125例 中，小麦が ア0例 と最多 で あ

り，エ ビ 33例，イ カ 9例 ，カ ニ 5 例で あっ た．

　FDEIA は負荷 テ ス トに より診断 され るが ， 原 因食

物 の 負荷 景，食物摂取 か ら運動 開 始 まで の 時 間 ， 運動

負荷量等に標準的な方法が な く再現性が低 い
3〕の が 現

状 で あ る．本例 は 問診 に よ り小麦 の 負荷量，運動負荷

量を決定し負荷テ ス トを行っ た．そ の 結果 ， 本例 で は

小麦 6L8g （その 内グ ル テ ン は約 6．3g ） と運動あ る い

は ア ス ピ リ ン の 負荷 で 症状 が 出現 し た ．従来 よ り小 麦

に よ る FDEIA の抗原 は ， グル テ ン で ある μ∫能性 が高

い と され
3廁 ，近年 グ ル テ ン 中の T グ リ ァ ジ ン が主要
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Fig．1，　Clinical　features．
Numerous 　wheals 　were 　induced　by　cxercise 　af1．er 　having　whea し

な抗原 で あ る と報告され て い る 5）．原田 ら3）は グ ル テ

ン 25g を，西岡ら 4）は グ ル テ ン 40g を負荷 して 負荷 テ

ス トを施行 し ，
ど ち らも蕁麻疹 が 誘発さ れ て い る が ，

本例は グ ル テ ン 約 6．3g 相当の 食 パ ン 負荷で 症 状が誘

発 され て お り， 多量 の グル テ ン 負荷は 避 ける べ きと考

えた．

　運動負荷は，vital 　sign を モ ニ タ ーで き る 方法 と し

て ， トレ ッ ド ミル を選択 した．Bruce 法に て運動負荷 を

施行する報告が 多 い
S）
が，通常 目標心拍 数 に 達す る ま

で は 約 10 分 で あ る ．本例は現病歴 で約 1時間 の バ レー

ボール で 症状が 出現 して お り，また Bruce 法 （約 9 分）

で は 症状が 出現 しなか っ たた め ， 40 分間の 運動負荷 と

した と こ ろ 症状 が 誘発 さ れ た．

　本例 は，ア ス ピ リ ン 500mg 内服直後に小麦 を負荷

す る こ とで も軽度の膨疹が 出現 した．原 田 ら2）’の 本邦

報告例集計に よ る と，小麦に よる FDE 工A の 症例 で，小

麦 と ア ス ピ リ ン を負荷 し た症例は 4例 で あ り，そ の う

ち 3 例 は小 麦と運動負荷と 同程度 の 蕁麻疹が 出現 し，

1例 は よ り強 い 症状 を早 して い る，原田 ら 7）は，食物抗

原 に 対す る 比較 的軽微な 1型 ア レ ル ギ ー
の あ る 個体 に

対 して 運動負荷 と同等に ア ス ピリ ン が修飾因子 とな っ

て 工型反応 を増強 せ しめる事に よ りFDEIA と同様の

症状が生 じる と推察 して い る．小麦摂取とア ス ピリ ン

内服 と運動負荷 で 初 め て 症 状 が 誘発 され る 報告もあ

り2）8〕，負荷試験 に ア ス ピリ ン 内服 を加 える こ とは，

FDEIA の 診 断 に有用 で あ る と考え た．

　本例 に お い て 症状誘発後 ， 血中 ヒ ス タ ミ ン 濃度の 上

昇 は認められ なか っ た．Aihara ら8）も，小麦と ア ス ピ

リ ン と運動負荷 で 症状が誘発 された症例 で ， ．血中 ヒ ス

タ ミ ン 濃度 は上昇 しなか っ たと報告し て い る．また ，

東 ら 6，は，小麦に よ る FDEIA の 本邦症例を まとめ ， ユ0

例 は症状出現 時 に ヒ ス タ ミ ン 濃度が上昇 して お り，1

例 は．ヒ昇 して い な か っ た こ と を 報告 して い る．こ れは

本 例 も含 め FDEIA に お い て ，
ヒ ス タ ミ ン 以 外 の

chemical 　mediator が 関与する 症例 があ る こ と を示唆

して い る．

　本例 で は，き ゅ うり（サ リ チ ル 酸化合物），た くあ ん

（食品添加物含 有）等 の 摂取後に ク リーム パ ン を摂取

し，運動後 に ア ナ フ ィ ラ キ シーシ ョ ッ ク と な っ た．日

常生活で ア ス ピ リ ン 不耐症 を誘発する物質と小麦を摂

取後 に運動 した場合は ， ア ナ フ ィ ラキ シーシ ョ ッ クを

起 こす危険が ある．本例 に対 して は小麦製品摂取後 は，

最低 3 時間は運動をしな い よ う指導 した ．また 小麦 と

ア ス ピ リ ン 不耐症 を誘発する物質を 同時 に 摂取 し ない

よ うに 栄養士 に よ り食事指導 した が ， 現在 も時 々 軽度

の 蕁麻疹が出現 して お り，今後 は小麦 の 摂取を禁止す

る 必要 があ る と考えた ．また ，DSCGlg 内服後 に小麦

と運動を負荷 し症 状が誘発 され なか っ た症例が報告さ
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れ て お り61，本例 も食事 制限 の み で 症状が抑 制 で きな

け れ ば，DSCG 内服 を考慮 し て い き た い と考え た．
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